
平成 21　　　年 3　　　月 3　　　日

平成 20　　　年度 ～ 平成 24　　　年度

１９年度実績 ２０年度実績 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

経常収支比率 92.6 95.4 99.9 101.3 100.6

職員給与費比率 64.5 66.3 66.2 58.0 56.4

病床利用率 66.3 61.5 64.6 70.6 73.0

材料費対医業収益比率 21.0 19.6 19.5 22.0 25.2

うち医薬品費対医業収益比率 12.2 9.8 12.0 10.8 10.5

他会計繰入金対医業収益比率 1.7 4.4 5.3 4.1 4.0

上記目標数値設定の考え方

　全国的に問題になっている医師不足は、当院においても例外ではなく平成19年度に医師数7名、20
年度においては、医師数6名になるなど、医師の減少に伴い年々 経営状態が悪化している。要因と
なる医師不足の解消は、早急に見込めるわけではなく、計画上22年度を目途に医師確保を目指し、
実質23年度においても医師確保に努め徐々 に赤字の解消に努める。
　21年度に「西予市市立病院等検討委員会」において医療体制及び機能分担について審議検討さ
れ、答申があった。この内容を踏まえ、22年度からは「新病院建設推進室」等の連携において、中・
長期【23年度以降】の医療体制・医師確保も含め引き続き審議検討し進めていく。

　病院事業は他の公営企業とは異なり、地域独占的形態をなすものではなく、地域医療機関との連
携が求められるものである。すなわち、単に収益性のみに着目することなく地域の特性に応じた医療
供給体制の整備を行ううえで、公立病院の役割は大きいといえる。又、基幹病院・中核病院として高
度な医療設備を備え、地域の医療水準向上に重要な役割を果たさなければならない。住民が求めて
いるのは、24時間、365日の安定した二次救急体制であり西予市の救急体制の継続。

・平成１８年度
　　３条　　・企業債利息の1/3　（平成14年以前企業債借入分）
　　４条　　・企業債元金の1/3　（平成14年以前企業債借入分）　・医療機器及び備品購入費の1/4
・平成１９年度
　　３条　　・企業債利息の1/3　（平成14年以前企業債借入分）・西予市医療環境調査業務委託料の　1/2
　　　　　　 ・救急医療の確保に要する負担金の1/2　・共済組合追加費用の1/2
　　４条　　・企業債元金の1/3（平成14年以前企業債借入分）　・　建設改良分　繰り入れ0
・平成２０年度
　　３条　　・企業債利息の2/3　（平成14年以前企業債借入分）・救急医療の確保に要する負担金
　　　　　 　・医師及び看護師等の研究研修に要する経費の1/2・共済組合追加費用の1/2
             ・高度医療に要する経費
　　４条　　・企業債元金の1/3（平成14年以前企業債借入分）・建設改良分　繰り入れ0
・平成２１年度以降
　　3条　  ・企業債利息の2/3(平成14年以前企業債借入分)・救急医療の確保に要する負担金
　     　　  ・リハビリテーション医療に要する経費・高度医療に要する経費
　　　　　 　・医師及び看護師等の研究研修に要する経費の1/2・共済組合追加費用の経費の一部
　　　　　　 ・　基礎年金拠出金にかかる経費
             ･　児童手当に要する経費
　　　　　　 ・ 不採算地区病院にかかる経費【特別交付税算定基準の範囲で、前年度の経常損失額】
　　　　　　 ・ 医療機器にかかる修繕の1/2
　
　  ４条　　・企業債元金の2/3(平成１４年以前)・建設改良費(別途協議)

西予市

西予市立宇和病院

西予市宇和町卯之町一丁目246番地1

144床【一般90床・療養52床・感染症2床】

内科、外科、整形外科、泌尿器科、麻酔科、脳神経外科、

西予市公立病院改革プラン
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財務に係る数値目標（主なも
の）

プ　ラ　ン　の　名　称

病 床 数

策　　　　定　　　　日　

診療科目

公立病院改革プランの概要

団　　　　体　　　　名

(別紙4）

対　　象　　期　　間

病
院
の
現
状

公立病院として今後果たすべき役割
(概要)
（注）詳細は別紙添付

一般会計における経費負担の考え方
(繰出基準の概要）
（注）詳細は別紙添付

病 院 名

所 在 地
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団体名
（病院名）

１９年度実績 ２０年度実績 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

外来患者数【人】 40,893 37,477 38,800 38,800 39,800

入院患者数【人】 34,945 32,338 31,900 31,900 33,000

救急患者数【人】 2,278 2,060 2,100 2,100 2,100

民間的経営手法の導入

事業規模・形態の見直し

経費削減・抑制対策

収入増加・確保対策

その他

別紙のとおり

病床利用率の状況 １７年度 90.3% 1８年度 85.6% １９年度 66.3%

病床利用率の状況を踏ま
えた病床数等の抜本見直
し、施設の増改築計画の
状況等

・臨床研修病院として充実を図る。
自治医大、愛大とも連携を密にし、医学生の地域医療実習について今後も継続、拡大し、医師の育
成、確保を図る。
・ＩＴ化推進
レセプトオンライン請求義務化により平成21年4月迄にレセプト請求の電算化を行った。

・現在のところ病床数の見直しの考えはない。

・各種委員会及び職員の研修の充実
各種委員会を立ち上げ病院の運営内容の見直しに取り組んでいるが今後も継続し、又、看護師、医
療技術員の各種研修会の参加についても積極的に取り組み人材育成を図る。
（実施時期　継続）

・事業規模、形態については平成2１年度に、市民・行政・議会を交えた「西予市市立病院等検討委
員会」において、新病院建設問題、市立病院の医療体制および機能分担について審議検討され、答
申があった。平成22年度からは、当答申の内容も踏まえ、「新病院建設推進室」において引き続き審
議検討し、進めていく。
（実施時期　継続）

・現在、薬事委員会において採用薬のうち同効薬及び使用頻度の低い薬品を整理しているが、今後
も引き続き薬品、診療材料について効率的な購入を行い、ジェネリックの採用拡大を図る。
・医療機器の購入に際し競争性を高め保守点検等の費用も勘案した経済的な購入を行う。
・委託業務、設備保守業務に関して常に見直しを行う。

（実施時期　継続）

・診療報酬改定への迅速な対応
医療保険制度や診療報酬制度は、非常に早いテンポで変化していて、当病院で対応出来るものは
制度改正に見合った経営改善策を速やかに実行する。
・請求もれ、査定減対策の強化
診察や、使用した薬品、診療材料に見合う診療報酬を確実に算定し収益を確保していくためチェック
体制の強化、レセプト委員会の強化を行い再審査請求の徹底などに取り組む。

（実施時期　　継続）

数
値
目
標
達
成
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
及
び
実
施
時
期

そ
の
他
の
特
記
事
項

各年度の収支計画

公立病院としての医療機能に係る数
値目標（主なもの）
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西予市立宇和病院
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（注）
１
２
詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の場
合は、①検討・協議の方
向性、②検討・協議体制、
③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りまと
める時期を明記すること。

経営形態の現況

（注）
１
２
詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の場
合は、①検討・協議の方
向性、②検討・協議体制、
③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りまと
める時期を明記すること。

＜時　期＞

平成26年３月

・再編、ネットワーク化については平成21年度に、市民・行政・議会
を交えた「西予市市立病院等検討委員会」において、新病院建設
問題、市立病院の医療体制および機能分担について審議検討さ
れ、答申があった。平成22年度からは、当答申の内容も踏まえ、
「新病院建設推進室」において引き続き審議検討し、進めていく。

＜時　期＞

平成26年３月

・経営形態見直しについては平成21年度に、市民・行政・議会を交
えた「西予市市立病院等検討委員会」において、新病院建設問
題、市立病院の医療体制および機能分担について審議検討され、
答申があった。平成22年度からは、当答申の内容も踏まえ、「新病
院建設推進室」において引き続き審議検討し、進めていく。

経
営
形
態
見
直
し
に
係
る
計
画

経営形態見直し計画の概要

・西予市立病院の実施状況については概ね年1回以上点検・評価・公表
・平成21年度の「西予市市立病院等検討委員会」での検討審議後の答申については、公表済み。
・平成22年度からは「新病院建設推進室」等の連携において審議検討していく。

毎年10月～11月頃（議会の決算認定後)

・現在、西予市内の旧東宇和郡内の2次救急を宇和、野村病院の2市立病院で行っている。両病院と
も常勤医師の減少により2次救急継続を危惧している。
・八幡浜・大洲医療圏において市立八幡浜病院を含め市内での2次救急体制が困難となっていて広
域的な救急体制の再編、構築を急がなければならない。

・今後、まず西予市立2病院（宇和・野村）の連携の方向性を検討、協議する。
･八幡浜・大洲医療圏においては、他に自治体の異なる2自治体病院があり、異なる経営主体間での
機能分担、連携となると西予市は面積が広く、現在当市の2病院で2次救急体制を行っていて3次救
急は宇和島市立病院を中心とした医療圏であり、他の2自治体病院とは異なる。八幡浜・大洲医療
圏内に医療完結型の3次救急病院が設置できないと難しいと考える。

点
検
・
評
価
・
公
表
等

点検・評価・公表等の体制
(委員会等を設置する場合その
概要）

点検・評価の時期(毎年○月頃
等）

その他特記事項

都道府県医療計画等における
今後の方向性

再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
係
る
計
画

討中の場合は複数可）

（該当箇所に

（該当箇所に

再編・ネットワーク化計画の概
要及び当該病院における対応
計画の概要

経営形態の見直し（検討）の方向性

二次医療圏内の公立病院等の
配置の現況

公営企業法財務適用

指定管理者制度

CheckBox2

民間譲渡

診療所化

公営企業法全部適用 地方独立行政法人

一部事務組合・広域連合

公営企業法全部適用 地方独立行政法人 指定管理者制度

老健施設など、医療機関以外の事業形態への移行

を記入、検

を記入）
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（別紙） 団体名
（病院名）

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分
１. ａ 1,589 1,231 1,214 1,293 1,449 1,509
(1) 1,535 1,191 1,147 1,234 1,380 1,410
(2) 54 40 67 59 69 99

21 9 33 32 31 31
２. 18 14 19 69 65 65
(1) 17 12 18 69 60 60
(2)
(3) 1 2 1 5 5

(A) 1,607 1,245 1,233 1,362 1,514 1,574
１. ｂ 1,585 1,317 1,267 1,337 1,464 1,535
(1) ｃ 885 794 805 856 841 851
(2) 391 258 241 252 319 380
(3) 236 192 154 167 231 231
(4) 67 70 63 60 68 68
(5) 6 3 4 2 5 5
２. 37 27 26 26 30 30
(1) 3 3 1 1
(2) 34 24 25 25 30 30

(B) 1,622 1,344 1,293 1,363 1,494 1,565
経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) △ 15 △ 99 △ 60 △ 1 20 9
１. (D) 2 65
２. (E) 1 6 0 2 2 2
特　別　損　益　(D)－(E) (F) 1 △ 6 65 △ 2 △ 2 △ 2

△ 14 △ 105 5 △ 3 18 7
(G) 42 37 40 22 15
(ｱ) 357 257 324 333 363 363
(ｲ) 58 39 61 40 39 39

　
(ｳ)

81 △ 45 △ 30 △ 31 0
(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
(c)
（a）

（Ｈ）
ａ

（※）Ｎ年度における単年度資金不足学額については、次の算式により算出すること。
○「Ｎ年度　単年度資金不足額」＝（「Ｎ年度の不良債務額」-「Ｎ-1年度の不良債務額」）
・不良債務額が負の数となる場合（不良債務が発生しない場合）においても負の数で上記単年度資金不足額を算出すること
例）「22年度単年度資金不足額▲30百万円」＝（「22年度不良債務額▲20百万円」-「21年度不良債務額10百万円」）

101.3 100.6

55.7 64.5 66.3 66.2 58.0 56.4

99.1 92.6 95.4 99.9

単 年 度 資 金 不 足 額 （ ※ ）

地方財政法上の資金不足の割合 ×100

△ 18.8 △ 17.7 △ 21.7

経 常 収 支 比 率 ×100

70.6

100.3 93.5 95.8

64.6 73.0

△ 22.4 △ 21.5

99.0 98.396.7

△ 22.7

西予市
（西予市立宇和病院）

△ 299 △ 218 △ 263 △ 293 △ 324 △ 324

23年度21年度（見込）

収
 
 
 
 
 
 
 
 
入

医 業 収 益
料 金 収 入
そ の 他
う ち 他 会 計 負 担 金
医 業 外 収 益
他会計負担金・補助金
国 ( 県 ) 補 助 金

減 価 償 却 費
そ の 他
医 業 外 費 用

22年度18年度(実績)19年度（実績）20年度（実績）

特
別
損
益

特 別 利 益
特 別 損 失

そ の 他
経 常 収 益
支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出

医 業 費 用
職 員 給 与 費
材 料 費
経 費

支 払 利 息
そ の 他

経 常 費 用

又 は 未 発 行 の 額

純 損 益 (C)＋(F)
累 積 欠 損 金

不
 
良
 
債
 
務

流 動 資 産
流 動 負 債
う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源
当年度同意等債で未借入 (ｴ)

差引不 良 債 務 (ｵ)｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝-{( ｱ )-( ｳ )}

不 良 債 務 比 率 ×100

医 業 収 支 比 率 ×100

職員給与費対医業収益比率 ×100
地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額 (H)

地方公共団体の財政の健全化に関する法律上の
資金不足比率

病 床 利 用 率 85.6 66.3 61.5



団体名
（病院名）

２．収支計画（資本的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分
１. 11 20 60 50

２. 22 7 7 12 35 35

３.

４.

５.

６.

７. 8

(a) 41 7 7 32 95 85

(c)

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 41 7 7 32 95 85

１. 27 9 11 25 87 85

２. 27 46 27 19 19 3

３.

４.

(B) 54 55 38 44 106 88

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 13 48 31 12 11 3

１. 13 48 31 12 11 3

２.

３.

４.

(D) 13 48 31 12 11 3

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 0 0 0 0 0 0

(E)－(F) 0 0 0 0 0 0

３．一般会計等からの繰入金の見通し

（　  　　　） (1,128) （10,080） (15,641) （　  　　　） （　  　　　）

38,092 21,454 51,707 101,525 91,513 91,513

（　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （1,889） （　  　　　） （　  　　　）

21,742 7,448 6,730 11,557 35,168 35,168

（　  　　　） (1,128) （10,080） (17,530) （　  　　　） （　  　　　）

59,834 28,902 58,437 113,082 126,681 126,681

（注）
1
2

西予市
（西予市立宇和病院）

23年度18年度(実績)19年度（実績） 21年度（見込） 22年度

(b)支 出 の 財 源 充 当 額
うち翌年度へ繰り越される

20年度（実績）

そ の 他

収 入 計

他 会 計 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

企 業 債

他 会 計 出 資 金

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他会計長期借入金返還金

そ の 他

支 出 計

収
　
　
　
　
　
　
入

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

当年度同意等債で未借入
(F)又 は 未 発 行 の 額

実 質 財 源 不 足 額

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。
2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

資 本 的 収 支

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。

(単位：千円）

22年度 23年度18年度(実績)19年度（実績）20年度（実績） 21年度（見込）

　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務省自治財政局長通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り
入れられる繰入金以外の繰入金をいうものであること。

合　　　計

収 益 的 収 支
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